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地域活性化に向けた考え方

• 地域の“人”を主体に中核エリアを“面”で捉え、当社は地域づくりを加速する「支援者」の役割を担う。
• エリア内に多くのコミュニティ組成を目指し、人財プロジェクト等で繋がる“キーパーソン”を核に好循環モデルを目指す。

生活圏＋交流圏

SC/高架下開発

駅舎整備

しおまち企画への出資

サイクルシップ“ラズリ”

２次アクセス整備
新たな海の道

商店街活性化

駅舎開発

古民家改修

リゾートホテル

レモン農家支援
ゲストハウス

港リニューアル
駅整備

自社グループを中心とした取組み 地域や企業との“共創”による、長期的な”面”での取組み
（コンパクト＋ネットワーク）

駅整備・高架下開発
まちづくり（エリマネ）

結節点となる
中核拠点駅・エリアへの
経済波及効果

これまで  観光誘致キャンペーンが中心
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地域が活性化している状態とは

住んでいる人が、“豊かで幸せな暮らし“が出来ている状態。

① キーパーソンが地域内・地域外を“つなぎ”、地域コミュニティが形成されている。
② 地域の人による新しいプロジェクトが創出されている。
③ 地域プロジェクトにより、お金の流れ（投資）が発生している。

三豊＠香川県 西粟倉＠岡山県

キーパーソン：古田秘馬さん、今川宗一郎さん
100プロジェクト以上創出 投資額：30億円～
観光客 100倍（2016年 2022年）
移住者 300名以上、年間視察100本以上

キーパーソン中心にコミュニティが形成され、投資が発生している地域

地域が活性化している状態
※国交省地域生活圏より

1. 地域の基盤となるコミュニティの活性化
• 住民同士の協力、地域イベント

• 地域プロジェクトの創出（投資）

2. 生活基盤の維持

• 医療、教育、交通、買い物

3. 多様な雇用機会

• 活発な地域産業

• 新しいビジネスが創生される環境 

4. 定住・移住による人口維持

• 若い世代の定住
• 関係人口～移住へ
• 観光客増加

キーパーソン：エーゼログループ（牧社長）
10プロジェクト以上創出：複合施設開発
移住者 270名以上・・・移住者に提供可能な空き家ナシ
年間視察:70本以上（Panasonic、YAMAHA研修）
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【課題】
交流人口を受け入れる働き手の不足。
地域に飛び込むための住まいの不足

地域活性化の好循環モデルと地域課題

まちの創生

ひとの創生

しごとの創生

“ひと”を呼び込む仕組み
地域のキーパーソンを中心に
地域に関わる人を増やす

行って見たい場所がある、
会ってみたい人がいる、

訪れたい、住んでみたい“まち”

“起業”を促すしくみ
地域で豊かな暮らし実現のため
新しいビジネスに取り組む

交流人口増

【課題】
地域にとって重要なビジネスでも
収益性が低い（歩留まりが悪い）ため、資金
調達に課題。
多様なファイナンスの知識不足。

移住者増

コミュニティを核とする
地域主体の好循環

雇用拡大
関係人口増

【課題】
各地域でキーパーソンが孤軍奮闘。
コミュニティーマネージャー、
アセットマネージャー、担い手など
地域必要な人財の不足。

【課題】
まちの知名度不足。
プロモーション不足。
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JR西日本が目指す地域共生事業への貢献モデル

地域の“人”が主体に推進するプロジェクトを
“ファイナンス”“人財”両面での中間支援の役割を担い、地域活性化に貢献

地域GP(まちづくり会社)

ＪＲ西日本
イノべーションズ

出資 配当

ゼブラA

【事業】
宿泊・飲食
体験・介護
人財確保

出資

ゼブラB

不動産

取得・
改修

賃料
支払

利用

他企業/
金融機関

出資/
融資

配当/
返済

対象
エリア

せとパレ人財プロジェクト

人材育成/輩出

地域活性化による
事業収益への貢献

他企業
（賛同会社）

配当

地域GP(ＳＰＣ：不動産)

出資 配当
�
�
�
�
�
�
支
援

人
財
支
援

地域
プロジェクト

アドバイザー：古田秘馬

事務局（株)ILP
地域プロデューサー
（せとうちネットワーク）

出資の出口

• 地域経営へ譲渡

• 従業員へ譲渡

• 地域住民へ譲渡
（小口化/DAO）

再投資
(地域経済循環)
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インパクトファイナンス（好循環モデル）としての関連
14

当社の役割

せとパレで連携した三豊の「ローカルＩＰＯ※」を官民ファイナンスによる地域活性の共創モデル化
※ローカルＩＰＯ
• 地域の事業者（百年企業）が資金を出し合って開始した宿泊事業を「不動産の小口化（不動産特定共同事業法）」を利用し、
ＪＲ西日本、ＪＡＬ及び地域住民に売却したもの。

• 地域事業者は、その資金で事業投資（介護/フレイル目的）。今回は宿泊事業は物件をリースバックし、事業者が継続運営

三豊＠香川県

キーパーソン︓古田秘馬さん、今川宗一郎さん
100プロジェクト以上創出 投資額︓30億円～
観光客 100倍（2016年 2022年）
移住者 300名以上、年間視察100本以上

ローカルIPOの物件
URASHIMA VILLAGE

▲金融庁インパクトコンソーシアム 地域・実践分科会より



まとめ｜当社が目指す地域共生
15

1. 地域の衰退を防ぎ持続可能な地域を目指し、長期目線で取組みを推進
 本業である鉄道事業との関りを含めて推進していきたい。

2. 地域の賑わいには、コーディネートするプロデューサーと
地域のキーパーソンが牽引し、地域の方々と共創することが重要

3. 当社単独では不可能であり、企業連合、地域プロデューサーや、
地域キーパーソン、プレイヤーのつながり、知見の結合が必要

4. 知見の結合には、人財のネットワーク化、仕組み化が必要
 人財プロジェクトを推進（せとパレ人財プロジェクト）

5. ファイナンスの仕組みも重要
 当社の立ち位置は「信用力増強」、入口と出口の設計が重要。
 入口：地域のＧＰとの連携、成長・継続・支える分野のセットと伴走ストーリーの構築。
 出口：ＭＢＯ、ＥＢＯ、ＤＡＯなどの仕組みにより、地域経済へ循環



03 | せとうちパレットプロジェクト
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せとうちパレットプロジェクト
17

せとうちパレットプロジェクトは、2018年からJR西日本グループのプロジェクトとして開始。

コロナ禍を経て、交流人口をフックに地域の磨き上げ、地域づくりに挑戦。

“住んでよし、訪れてよし”の「世界のせとうち」を目指し、地域や企業の皆様と連携して取組みを推

進します。

観光高速船 SEA SPICA
広島港～尾道港

JR PREMIUM SELECT SETOUCHI 観光列車



せとうちパレットプロジェクト
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せとうちパレットプロジェクト・取り組み方針
19

交流・関係・定住人口獲得へ

持続可能な
地域づくり

モダンラグジュアリーを
メインターゲットとした

プレイス
ブランディング

顧客価値の創造 地域価値の創造

高付加価値化・滞在日数延長

 拠点エリアの
磨き上げ

×

移動データ分析、SNS分析による調査データ分析



せとうちパレットプロジェクト・取り組み方針
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• 目指す姿 ： 世界に誇る「住んでよし、訪れてよし」のエリアとして未来へつなぐ。
• 価値の源泉 ： せとうちの自然・歴史・文化と人々の豊かな暮らしは、訪日客に有効な体験価値を提供できる。
• 成長可能性 ： 現在の訪問率は低いが、その主因は「認知不足」であり、今後の拡大余地は大きい。
• 共創の重要性 ： 人口減少局面において、「面」としての地域コミュニティ・交流圏の構築が不可欠である。
• JR西の役割 ： モビリティと生活サービスの強みを活かしつつ、

キーパーソンとの連携強化、地域プロジェクトへの伴走・支援を通じ、地域の好循環を目指す。

顧客価値の創造

• ターゲット ： 自然・文化への関心が高い海外のMLT層（モダンラグジュアリー）を重点ターゲットに設定。
• 戦略 ： サフランと構築したブランド戦略・デザインをもとに、有力サイトやSNSを駆使して認知拡大

を図り、せとうちブランドを確立する。

2

地域価値の創造  

• 地域活性化の核はコミュニティ形成
• 人財プロジェクト：地域主体の豊かな暮らしを実現するためには、プロジェクトを牽引するキーパーソンが必須。
• ファイナンス支援：地域プロジェクトを機動的に支援する仕組みを構築。
• 地域づくり ：外部との共創を通じて、地域の関係強化、知見の獲得、および社内人財育成も図る。

3

１ せとうちエリア活性化に向けた長期戦略



せとうちパレットプロジェクト・プレイスブランディング
21

世界的なブランディング会社、 サフラン・ブランド・コンサルタンツとの協働により、
海外訪日客起点で、せとうちエリアのブランディング（約束する体験価値）を策定

PROMISE（約束）

Where the extraordinary
 hides in plain sight.

ふとした瞬間に「特別」が顔を出す場所

ブランドプラットフォーム 海外向けブランドデザイン



せとうちパレットプロジェクト・認知拡大
22

Why the Setouchi region should be on your next Japan itinerary - Tripadvisor

“せとうち”特集ページの制作 モデルコース動画・記事を発信

在日外国人インフルエンサーを活用し、SNSで情報発信

https://www.tripadvisor.com/Articles-laeB7UOV4ayk-Why_the_setouchi_region_should_be_on_your_next_japan_itinerary.html#849433bb-5947-401b-a546-08b6d77f6ba1


せとうちパレットプロジェクト・人財プロジェクト
23

人財プロジェクト
• 新しい担い手を地域内部から育てる
• 企業など地域外からの関わり手をつくる
• 事業自体を持続可能な形にプロデュースする

地域が持続していくには、教育・医療・観光等、暮らしを支える「産業」が不可欠
一方、特にローカルエリアで、人口減少による担い手不足・事業資金調達の難しさが顕在化

ファイナンス支援
• 地域プロジェクトの創出支援
• エリア内のキラーコンテンツ事業への参画
を目指してファイナンス支援が可能な体制を構築予定

事業実現に
必要な

ファイナンス支援



せとうちパレットプロジェクト・人財プロジェクト
24

地域に関わる人財を3タイプに分けた上で、目的別に3つの人財プログラムを実施

次世代せとうち
プロデューサープログラム

せとうちエリアで既に活躍する
キーパーソンがつながる

2025年7月～翌3月
全9回（座学5回・フィールドワーク4回）

※基本同日開催、地域共生プレーヤーのみ別途座学1回あり

地域共生
推進プレイヤープログラム

地域の仕事をする企業人が
(企業・銀行・自治体 等)

地域や企業同士とつながる

せとうち
ローカル起業家塾

地域で起業している・したい人
がビジネススキルを習得する

※2025年度は岡山編

2025年9月～翌1月
全7回

（座学5回・フィールドワーク2回）

目的

実施
内容

様子



Appendix | 参考資料
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古田 秘馬 さん

▲株式会社umari 古田 秘馬さん

ふ る た  ひ ま

株式会社umari 代表取締役

• 香川県三豊市における地方創生成功モデルの立役者。

• 東京・丸の内「丸の内朝大学」などの数多くの地域プロデュース、

企業ブランディングなどを手がける。

• 農業実験レストラン「六本木農園」、讃岐うどん文化を伝える宿

「UDON HOUSE」など、地域での“共助”をキーワードに、

都市と地域、日本と海外を繋ぐ仕組みづくりを行う。

地域プロデューサー

せとうちパレットプロジェクト・アドバイザー
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